
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

2025 年 10 月 

つづきＭＹプラザ（都筑多文化・青少年交流プラザ） 

〒224-0003 横浜市都筑区中川中央１-２５-１ノースポート・モール５階 

TEL：045-914-7171  FAX：045-914-7172  

E-mail：my-plaza＠tsuzuki-koryu.org   URL：https://tsuzuki-myplaza.net 

第 209 号  

9 月の入館者数:  1,885 人 （2007 年 12 月 10 日～2025 年 9 月 30 日までの累積総入館者数:427,251 人) 

この春、「地域にどんな『居場所』があるといいかな？」をテーマに、神奈川県立新栄高等学校と日々輝学園

高等学校横浜校の生徒会役員による意見交換から始まった「高校生会議」。９月 10 日、仲町台地区センターで

４回目の話し合いが行われました。 

「高校生の声でまちをつくろう！」と話し合いを重ね、 

10 月 26 日に開催される仲町台地区センターまつりに 

出展することになりました。けん玉、あっちむいてホイ、 

羽根つき、とんとん相撲、割り箸鉄砲、的あての５つの 

ゲームで「昔あそびツアー」ブースを企画。世代を超えて 

楽しめる空間をつくり、イベントを盛り上げようと皆一丸 

となって準備しています。 

地域の人とのふれあいを通じて居場所作りの第一歩を 

踏み出します。ぜひ、仲町台地区センターまつりに遊び 

にきてください！ 

９月 21 日、STEP UP プログラム第 11 期がスタートしました！ 

「はぁと de ボランティアをやって、やりがいがあったのでやってみよ

うと思った！」という、中学１年生の新メンバーも参加。最初は少し緊張

している様子でしたが、自己紹介をし、お互いの趣味や好きなものを話し

ながら交流を深めました。 

新たなメンバーで来年度の「はぁと de ボランティア」の企画、運営に

向けて始動します！！！ 

みんなで「はぁと❤」をつないで 1 年間楽しく頑張ります！ 

初回はやはり少し緊張気味⁉ 

 

ボツワナ大使館×つづき MY プラザブース

を出展します。ボツワナの紹介や、ボツワナ

の布を使ったストラップ（マグネット） 

作りもできます。 

ぜひ、ご来場ください。 

日時：11 月 3 日（日）10:00～15:00 

場所：都筑区総合庁舎、センター南駅周辺 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

編 集 後 記 つづき MY プラザ（都筑多文化・青少年交流プラザ）                 
開館時間 平 日：午前１０時～午後 8 時   

        土日祝：午前１０時～午後 6 時 
休 館 日 第３月曜日(祝日の場合火曜日)、年末年始 
アクセス 市営地下鉄ブルーライン・グリーンライン 

「センター北」駅下車 徒歩３分 
ノースポート・モール５階 

 ９月 14 日（日）に「外国人のための防災講座」を開催しました。前半は都筑区役所総務課危機管理・地域防災

担当 鮫嶋係長に、「災害から身を守ろう！」というテーマで、日本で起こりうる災害や、災害時にどのように、 

どんなタイミングで避難するのかを、やさしい日本語・英語・中国語の資料を基にお話いただきました。 

また、非常用簡易トイレの使い方の実演や、非常用持ち出し袋の中身の紹介もありました。 

９月 21 日（日）に日本語ボランティアブラッシュアップ研修会

「学習者との関係づくりと楽しい教室活動」を開催しました。  

冒頭、林田館長から、「地域の日本語ボランティアの役割とは何か」

についてお話がありました。また、講師として、村上まさみさん  

（早稲田大学日本語教育研究センター非常勤講師他）をお迎えし、

日本語ボランティアの活動力アップのヒントをいただきました。   

地域の外国人が学習を楽しむには、ボランティアも活動を楽しむこ

とが大切だと教わりました。 

～日本語ボランティア・楽しい教室活動を目指して～ 

後半は、    法人 Sharing Caring Culture 

三坂慶子さんのナビゲートで、外国人と日本人が

一緒にグループになり、避難所運営ゲーム HUG

を体験しました。９か国の外国人 17 名、日本人

16 名（子ども４名含む）の参加があり、言葉の

壁を超えて、次々に避難所へやって来る避難者に

どう対応するのか、それぞれの国の習慣や考えを

お互いに話し合い、理解し合いながら、良い形で

の避難所運営を目指すことができました。 

避難所運営ゲーム HUG での話し合い 

 

避難所運営ゲーム HUG で使用した掲示板 

みんなに伝えたいメッセージを日本語だけ

でなく、英語・タイ語・ドイツ語・イラスト

を使って掲示しました。 

9 月は防災月間ということで、非常用備蓄

品の見直しをしました。近年では、地震だ

けでなく、大雨、台風にも備えが必要です。 

改めて災害について考える機会となりま

した。（T.N.＆M.A.） 

 

����          感  想          ���� 

（訳）このような講座に初めて参加しました。HUG ゲームから
多くの情報や知識を得られ、とても興味深く、有益でした。 

NPO 


